
広報 川 越
№1227　　平成22年7月25日

わたしたちのまち　平成22年7月１日現在
人口 341,639人　前月比 ＋289人

■男 171,694人　■女 169,945人

世帯数 140,683世帯　前月比 ＋198世帯 
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　「明治蔵の改修工事にかかわった
こともあり、思い出のある施設です。
この愛称が、施設と共に末永く親し
んでもらえれば、うれしいです」と
話してくれたのは、「蔵里」の提案
者、根

ね

岸
ぎし

輝
てる

夫
お

さん（33歳・宮元町）。
応募は134件あり、7月6日に行わ
れた授賞式で、愛称の選考理由が紹
介されました。
●「蔵」が、蔵造りの町並みと生ま
れ変わった鏡山酒造跡地の酒蔵を表
現している

●「里」が、人々が気軽に立ち寄り、
のんびりとくつろげる心のふるさと
を表現している
●「小江戸」・「蔵」という言葉は、
市民になじみ深い
●短く、心地良い響きで、親しみや
すく、覚えやすい
　地域産業への理解を深め、市民と
観光客との交流を促進し、地域の活
性化を図ることを目的とした、産業
観光館。ただいま10月1日オープ
ンに向け準備中です ( 上写真 )。

10月にオープン予定の産業観光館（小江戸蔵里）

産業観光館の愛称決定
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中心市街地活性化推進室
L224－5936


